六朝時代の宴における「言志」 : 梁詩はなぜ千篇一律か by Omura, Kazuhito
大
村
和
人
六
朝
時
代
の
宴
に
お
け
る
「一言士一
ω」
ー
梁
詩
は
な
ぜ
千
篇
一
律
か
〈
序
論
〉
梁
詩
批
判
一
初
唐
の
貌
徴
は
『
情
書
』
「
経
籍
志
」
の
中
で
、
梁
の
簡
文
一
帝
蒲
綱
を
領
袖
と
す
る
宮
穂
波
の
作
品
が
、
ど
れ
も
女
性
の
煽
態
な
ど
を
主
題
と
し
た
千
篇
一
律
な
も
の
で
あ
る
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。
梁
簡
文
帝
之
在
来
宮
、
亦
好
篇
什
。
清
齢
巧
製
、
止
乎
在
席
之
問
、
彫
琢
蔓
藻
、
思
極
閏
閤
之
内
。
後
生
好
事
、
濯
相
放
習
、
朝
野
紛
紛
、
競
同
局
宮
健
。
流
宕
不
己
、
龍
子
喪
亡
(
梁
簡
文
一
帝
一
の
東
宮
に
在
る
や
、
亦
た
篇
什
を
好
む
。
清
僻
巧
製
、
在
席
の
聞
に
止
ま
り
、
彫
琢
蔓
藻
、
思
い
は
閏
閣
の
内
に
極
ま
る
。
後
生
の
好
事
、
遁
い
に
相
放
脅
し
、
朝
野
紛
紛
と
し
て
、
競
し
て
宮
憶
と
属
す
。
流
宕
し
て
己
ま
ず
、
喪
亡
に
詑
る
(
下
貌
徴
は
宮
櫨
詩
が
取
上
げ
る
題
材
が
全
て
女
性
に
腐
す
る
こ
と
で
あ
る
鮎
を
批
判
し
て
い
る
が
、
『
玉
肇
新
一
一
詠
』
所
牧
の
粛
綱
と
そ
の
文
曲
学
集
聞
の
メ
ン
バ
ー
の
作
品
を
幾
つ
か
拾
い
上
げ
て
讃
ん
で
み
れ
ば
、
彼
の
言
葉
が
納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宮
健
詩
人
た
ち
だ
け
で
な
く
武
一
帝
粛
街
や
昭
明
太
子
粛
統
も
「
艶
詩
」
を
少
な
か
ら
ず
残
し
て
お
り
、
問
題
は
宮
鰭
詩
人
た
ち
だ
け
に
存
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
粛
統
と
王
錆
の
コ
ニ
婦
艶
」
を
見
て
み
よ
う
。
大
婦
舞
軽
巾
、
中
婦
梯
華
菌
。
小
婦
濁
無
事
、
紅
黛
潤
芳
津
。
良
人
且
高
臥
、
方
欲
薦
梁
塵
(
大
婦
は
軽
巾
を
舞
わ
せ
、
中
婦
は
華
菌
を
梯
う
。
小
婦
は
濁
り
事
無
く
、
紅
黛
は
芳
津
を
潤
す
。
良
人
且
く
高
臥
せ
よ
、
方
に
梁
塵
を
薦
め
ん
と
欲
す
)
。
粛
統
-
大
婦
留
芳
祷
、
中
婦
針
華
燭
。
小
婦
濁
無
事
、
嘗
軒
理
清
曲
。
丈
人
旦
安
臥
、
艶
歌
方
断
績
(
大
婦
は
芳
帯
怖
を
留
め
、
中
婦
は
華
燭
に
針
す
。
小
婦
は
濁
り
事
無
く
、
軒
に
営
た
り
て
清
曲
を
理
む
。
丈
人
且
く
安
臥
せ
よ
、
盤
歌
方
に
断
績
せ
ん
と
す
)
。
|
王
範
三
婦
の
中
で
小
婦
に
焦
酔
聞
が
嘗
て
ら
れ
る
理
由
と
、
「
無
事
」
や
末
二
句
の
意
味
は
別
稿
で
論
じ
も
六
五
ムハムハ
右
の
二
首
を
比
較
し
て
み
て
、
多
少
の
表
現
や
語
句
の
違
い
は
あ
る
が
、
基
本
構
成
は
同
じ
で
あ
る
。
右
の
例
は
梁
府
で
あ
る
が
、
詩
に
お
い
て
も
賦
況
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
後
に
引
用
す
る
輿
膳
宏
氏
の
記
述
の
通
り
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
嘗
時
の
詩
人
た
ち
も
詩
作
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
隔
の
李
誇
は
二
子
の
巧
を
争
う
)
」
と
述
べ
、
そ
の
工
夫
が
あ
く
ま
で
字
句
レ
ベ
ル
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。
「
曲
競
一
一
韻
之
奇
、
争
一
字
之
巧
(
一
韻
の
奇
を
競
い
、
改
め
て
強
調
す
べ
き
こ
と
で
も
な
い
が
、
こ
の
時
代
に
も
「
個
性
的
な
作
品
」
を
残
し
、
現
代
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
る
詩
濯
や
文
息
子
史
で
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
詩
人
や
作
品
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
事
寅
を
考
慮
し
て
も
、
梁
代
「
艶
詩
」
の
千
篇
一
律
ぶ
り
は
現
代
人
の
眼
に
は
奇
異
に
映
る
。
惰
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
梁
詩
の
こ
の
波
個
性
的
な
黙
は
批
判
さ
れ
績
け
て
き
た
が
、
興
膳
宏
氏
が
こ
の
問
題
鮎
の
原
因
に
関
す
る
興
味
深
い
設
を
提
出
し
た
。
こ
う
し
て
三
首
の
詩
(
薪
綱
・
徐
陵
a
康
信
の
「
一
詠
舞
」
引
用
者
注
)
を
見
わ
た
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
ず
長
さ
が
い
ず
れ
も
き
ち
ん
と
十
句
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
:
:
:
こ
の
形
式
上
の
統
一
は
、
唱
和
に
先
だ
っ
て
お
そ
ら
く
同
人
た
ち
の
暗
黙
の
約
束
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
統
一
を
遁
し
で
も
た
ら
さ
れ
る
整
惑
の
美
が
、
彼
ら
の
文
撃
的
な
連
帯
感
を
い
っ
そ
う
強
め
る
方
向
に
作
用
し
た
と
想
像
で
き
る
。
次
に
三
首
の
詩
は
内
容
の
上
で
も
共
通
し
た
も
の
を
も
っ
。
:
・
:
こ
こ
に
枚
め
な
い
劉
遁
ら
の
作
も
、
お
お
む
ね
は
同
工
異
曲
で
あ
る
。
そ
れ
を
月
並
み
と
か
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
ば
で
き
め
つ
け
る
の
は
容
易
だ
が
、
彼
ら
同
人
た
ち
に
と
っ
て
の
詩
作
の
喜
び
と
は
、
ま
さ
に
誰
が
作
つ
で
も
同
穫
の
趣
き
が
期
せ
ず
し
て
現
出
さ
れ
て
く
る
そ
の
妙
味
に
こ
そ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
人
一
人
の
作
が
き
わ
だ
っ
て
個
性
的
で
あ
る
こ
と
を
写
ぶ
よ
り
も
、
い
わ
ば
同
人
た
ち
各
人
が
一
つ
の
色
合
い
に
統
一
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
共
湿
の
色
調
に
よ
っ
て
ハ
!
?
了
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
志
向
が
そ
こ
に
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
も
右
の
記
述
は
宮
穂
詩
人
が
作
っ
た
「
一
一
詠
舞
」
と
い
う
作
品
群
が
主
に
形
式
と
内
容
の
鮎
に
つ
い
て
千
篇
一
律
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
粛
統
と
王
錆
の
梁
府
「
三
婦
艶
」
に
も
嘗
て
蔽
め
る
事
が
出
来
よ
う
。
梁
代
「
艶
詩
」
の
千
篇
一
律
牲
に
積
極
的
意
園
が
あ
っ
た
と
す
る
輿
膳
氏
の
説
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
氏
の
指
摘
を
も
と
に
更
に
歩
を
進
め
、
梁
代
「
艶
詩
」
の
千
篇
一
律
性
の
思
想
的
背
景
を
考
察
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
八
本
論
〉
宴
の
文
事
(
一
)
梁
代
の
主
要
な
文
挙
制
作
の
場
|
宴
梁
代
「
盤
詩
」
が
千
篇
一
律
と
い
う
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
れ
ら
が
生
み
出
さ
れ
た
状
況
を
摺
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
梁
代
詩
歌
制
作
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
-
高
組
雅
好
最
家
、
時
因
宴
幸
、
命
沈
約
、
任
肪
等
言
志
賦
詩
、
孝
縛
亦
見
引
。
嘗
侍
宴
、
於
坐
矯
詩
七
首
、
高
祖
覧
其
文
、
篇
篇
嵯
賞
、
由
是
朝
野
改
観
罵
(
高
祖
は
雅
だ
最
築
を
好
み
、
時
に
宴
幸
に
図
り
て
、
沈
約
、
任
防
等
に
命
じ
志
を
号
一
日
い
詩
を
賦
せ
し
め
、
孝
縛
亦
た
引
か
る
。
嘗
て
宴
に
侍
り
、
坐
に
於
い
て
詩
七
首
を
矯
る
。
高
組
其
の
交
を
質
、
篇
篇
嵯
賞
し
、
是
れ
に
由
り
て
朝
野
観
を
改
む
)
。
|
『
梁
書
』
「
劉
孝
綜
侍
」
-
不
如
子
育
、
而
事
似
洛
演
之
遊
、
多
健
子
桓
、
而
興
同
津
川
之
賞
。
議
舟
玄
圏
、
必
集
謄
院
之
僑
、
徐
輪
博
望
、
亦
招
龍
淵
之
侶
。
校
震
仁
義
、
源
本
山
川
。
旨
酒
盈
曇
、
嘉
肴
盆
組
。
耀
霊
既
隠
、
繕
之
以
朗
月
、
宣
同
春
既
夕
、
申
之
以
清
夜
、
並
命
連
篇
、
在
弦
靖
博
(
子
園
田
に
如
か
ざ
る
も
、
事
は
洛
演
の
遊
に
似
、
子
桓
に
憐
ず
る
こ
と
多
き
も
、
興
は
津
川
の
賞
に
同
じ
。
舟
を
玄
圃
に
渓
わ
せ
れ
ば
、
必
ず
熔
院
の
俸
を
集
め
、
輸
を
博
望
に
徐
ろ
に
す
れ
ば
、
亦
た
龍
淵
の
侶
を
招
く
。
仁
義
を
校
寂
し
、
山
川
を
源
本
{
さ
か
の
}
ぽ
る
。
旨
酒
は
暑
に
盈
ち
、
嘉
肴
は
組
に
盆
す
。
耀
霊
翫
に
隠
る
れ
ば
、
こ
れ
を
繕
ぐ
に
朗
月
を
以
っ
て
し
、
高
春
既
に
タ
る
れ
ば
、
こ
れ
を
申
ぶ
る
に
清
夜
を
以
っ
て
し
、
並
び
に
篇
を
漣
ぬ
る
こ
と
を
命
じ
、
放
に
在
り
て
禰
よ
博
し
)
。
|
粛
統
「
答
湘
東
王
求
文
集
及
『
詩
苑
英
華
』
書」
-
良
辰
美
景
、
清
風
月
夜
、
錦
舟
乍
動
、
朱
鷺
徐
鳴
。
(
劉
漫
)
未
嘗
一
日
而
不
追
随
、
一
時
而
不
舎
遇
。
酒
関
耳
熱
、
一
言
志
賦
詩
、
校
覆
忠
賢
、
権
揚
文
史
、
盆
者
三
友
、
此
賓
其
人
(
良
辰
美
景
、
清
風
月
夜
、
鋳
舟
乍
ち
動
き
、
朱
鷺
徐
ろ
に
鳴
く
。
{
劉
漣
}
未
だ
嘗
て
一
日
と
し
て
遁
隠
せ
ず
、
一
時
と
し
て
舎
遁
せ
ず
ん
ば
あ
ら
六
七
ず
。
酒
闘
に
し
て
耳
熱
く
、
志
を
吉
一
同
い
詩
を
賦
し
、
忠
賢
を
校
覆
し
、
文
史
を
推
揚
し
、
「
金
者
三
友
」
と
は
、
此
れ
賓
に
其
の
人
な
り
て
|
粛
綱
「
輿
劉
孝
儀
令
悼
劉
遵
」
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
梁
代
に
お
け
る
主
要
な
文
挙
制
作
の
場
の
一
つ
が
宴
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
制
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
作
品
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
一
番
目
の
篇
街
の
場
合
で
あ
る
が
、
羅
園
威
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
沈
約
と
任
防
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
が
「
九
日
侍
宴
楽
遊
苑
詩
」
で
あ
る
と
い
加
古
詳
細
な
考
誼
が
無
い
の
で
羅
氏
の
設
に
完
全
に
は
従
い
が
た
い
巧
確
か
に
沈
約
と
任
防
雨
人
共
こ
の
題
の
作
品
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
『
義
文
類
書
巻
四
に
枚
銭
さ
れ
て
い
る
。
繭
作
品
と
も
長
編
な
の
で
紙
幅
の
都
合
上
全
文
引
用
は
割
愛
す
る
が
、
任
坊
の
作
品
に
見
え
る
子
句
「
帯
徳
峻
詔
夏
、
王
功
書
頒
卒
(
帝
徳
詔
夏
よ
り
峻
く
、
王
功
頒
卒
を
書
す
)
」
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
皇
帝
や
王
朝
を
賞
美
す
る
も
の
で
あ
弘
び
彼
の
文
曲
学
集
閣
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
作
品
群
の
一
つ
が
、
前
述
の
「
三
婦
監
」
次
の
資
料
は
、
驚
統
の
文
曲
学
集
圏
の
主
な
創
作
活
動
の
場
が
宴
遊
で
あ
っ
た
こ
と
を
太
子
自
ら
が
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
粛
統
の
現
存
作
品
は
徐
り
多
く
な
い
が
、
彼
及
で
あ
る
。
三
番
目
の
資
料
は
、
粛
綱
の
文
撃
集
閣
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
劉
漫
が
逝
去
し
た
後
に
蒲
綱
が
彼
を
悼
ん
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
粛
綱
の
同
想
に
よ
れ
ば
、
劉
遁
は
い
つ
も
彼
に
従
い
、
宴
で
は
「
士
山
を
言
い
詩
を
賦
」
し
た
と
い
う
。
劉
遁
の
現
存
作
品
は
詩
九
首
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
薪
綱
に
問
題
の
作
品
が
残
っ
て
い
る
の
は
「
度
た
の
が
「
慮
令
一
詠
舞
」
で
あ
る
。
こ
の
他
、
粛
綱
の
現
存
作
品
に
は
問
題
の
作
品
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
彼
の
意
向
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
思
し
き
作
品
が
「
繁
華
膝
令
」
で
あ
る
。
更
に
、
「
度
関
山
」
の
劉
遁
と
粛
綱
以
外
の
梁
代
の
作
者
に
は
柳
悔
、
王
訓
、
戴
景
、
張
正
見
が
、
「
相
逢
狭
路
開
」
の
場
合
は
姉
妹
編
の
「
長
安
有
狭
邪
六
八
閥
山
」
「
相
逢
狭
路
開
」
「
和
簡
文
帝
寮
漢
高
帝
廟
」
「
従
頓
還
城
臆
令
」
「
謄
令
一
一
詠
舞
」
「
七
夕
穿
針
」
の
六
首
で
あ
り
、
前
引
の
興
膳
氏
の
記
述
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
行
」
を
含
め
て
張
率
、
粛
統
、
沈
約
、
劉
扇
、
蒲
街
、
庚
肩
吾
、
王
問
、
徐
防
、
張
正
見
が
、
「
和
簡
文
一
帝
一
妾
漢
高
帝
廟
」
に
は
劉
孝
儀
、
庚
肩
吾
、
王
牽
卿
、
徐
陵
が
、
「
慮
令
一
読
一
舞
」
に
は
劉
孝
儀
、
庚
肩
吾
、
王
訓
、
庚
信
、
徐
陵
が
、
「
七
夕
穿
針
」
に
は
柳
侮
、
劉
孝
威
が
、
「
繁
華
慮
令
」
に
は
劉
滋
の
名
が
見
え
る
。
「
相
逢
狭
路
開
」
「
長
安
有
狭
邪
行
」
を
除
く
こ
れ
ら
の
作
品
の
作
者
は
、
ほ
と
ん
ど
宮
健
振
に
属
し
た
者
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
作
品
も
宴
遊
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
相
逢
狭
路
開
」
「
長
安
有
狭
邪
行
」
の
場
合
は
列
皐
し
た
詩
人
た
ち
の
作
品
が
一
時
に
制
作
さ
れ
て
は
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
そ
の
主
題
や
構
成
が
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
注
3
で
奉
げ
た
拙
稿
の
中
で
指
摘
し
た
遁
り
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
創
作
活
動
の
主
要
な
場
の
一
つ
が
宴
で
あ
り
、
そ
こ
で
千
篇
一
律
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
貼
に
お
い
て
は
粛
統
の
文
筆
集
圏
も
粛
綱
の
文
撃
集
圏
も
饗
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
会
己
梁
代
以
前
の
宴
に
お
け
る
文
拳
制
作
の
賦
況
前
節
で
は
梁
代
の
宴
に
お
け
る
文
事
制
作
の
状
況
を
見
た
が
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
お
い
て
も
文
挙
制
作
の
場
が
宴
遊
で
あ
る
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
-
昔
日
遊
慮
、
行
則
連
輿
、
止
則
接
席
、
何
曽
須
奥
相
失
。
毎
歪
鰐
酌
流
行
、
総
竹
並
奏
、
酒
酎
耳
熱
、
仰
而
賦
詩
(
昔
日
の
遊
、
び
し
慮
、
行
け
ば
則
ち
輿
を
連
ね
、
止
ま
れ
ば
則
ち
席
を
接
し
、
何
ぞ
曽
て
須
由
民
に
し
て
相
失
わ
ん
ロ
鯵
酌
の
涜
行
し
、
紛
竹
の
並
び
奏
す
る
に
至
る
毎
に
、
酒
酎
に
し
て
耳
熱
く
、
仰
ぎ
て
詩
を
賦
す
)
。
|
貌
文
帝
嘗
不
十
「
輿
呉
質
量
回
」
-
干
賓
『
耳
目
紀
』
日
、
泰
始
四
年
二
月
、
上
幸
芳
林
圏
、
輿
豪
臣
宴
、
賦
詩
観
士
山
。
孫
盛
『
高
田
陽
秋
』
回
、
散
騎
常
侍
慮
貞
詩
最
美
(
干
賓
『
E
田
紀
』
日
く
、
泰
始
四
年
二
月
、
上
は
芳
林
園
に
幸
し
、
群
臣
と
宴
し
、
詩
を
賦
せ
し
め
て
志
を
観
る
。
孫
盛
『
膏
陽
秋
』
日
く
、
散
騎
常
待
感
貞
の
詩
最
も
美
し
)
。
|
西
青
・
感
貞
「
督
(同
v
武
帝
華
林
園
集
詩
」
李
善
題
注
-
孫
綜
、
李
充
、
許
詞
、
支
遁
等
皆
以
文
義
冠
世
、
並
築
室
東
土
、
輿
義
之
同
好
。
嘗
輿
同
志
宴
集
於
曾
稽
山
陰
之
蘭
亭
、
義
之
自
国
局
之
序
以
申
其
志
(
孫
綜
、
李
充
、
許
誠
、
支
遁
等
皆
文
義
を
以
っ
て
世
に
冠
た
り
。
並
び
に
室
を
東
土
に
築
き
、
義
之
と
好
を
同
じ
く
す
。
嘗
て
同
士
山
と
曾
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
宴
集
し
、
義
之
自
ら
之
が
矯
に
序
し
て
以
て
其
の
志
を
申
ぶ
)
。
i
『
青
書
』
「
主
義
之
島
日
」
の
「
士
室
長
と
は
、
建
安
文
人
と
の
宴
遊
で
生
じ
た
何
ら
か
の
感
情
或
い
は
思
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
宴
遊
の
中
で
生
ま
れ
た
作
品
群
の
一
つ
に
、
「
公
議
詩
」
が
あ
る
が
、
曹
歪
の
弟
で
建
安
文
壇
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
曹
績
は
「
公
議
詩
」
で
饗
宴
を
祝
福
す
る
景
物
を
描
寓
し
た
あ
と
、
末
尾
で
「
鶏
線
放
志
意
、
千
秋
長
若
斯
(
瓢
錦
と
し
て
志
意
を
放
{
ほ
し
い
ま
ま
}
に
し
、
千
秋
長
し
え
に
斯
の
若
く
な
ら
ん
)
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
主
堂
恵
」
も
、
曹
不
十
や
そ
の
他
の
建
安
詩
人
た
曹
歪
の
手
紙
は
、
建
安
詩
人
の
多
く
が
死
去
し
た
あ
と
で
臭
質
に
宛
て
て
書
か
れ
た
た
も
の
で
あ
る
が
、
引
用
部
分
で
は
宴
遊
に
お
け
る
詩
歌
創
作
を
回
想
し
て
い
る
。
績
く
部
分
で
は
詩
人
た
ち
の
死
去
を
悼
み
、
彼
ら
の
遺
稿
を
一
集
に
ま
と
め
た
こ
と
を
述
べ
て
各
詩
人
の
作
風
を
批
評
し
た
あ
と
、
年
老
い
た
自
分
を
振
り
返
り
、
「
志
意
何
時
復
類
昔
日
?
(
志
意
何
れ
の
時
に
か
復
た
昔
日
に
類
せ
ん
?
)
」
と
嘆
く
。
こ
の
よ
日
日
」
と
い
う
語
は
「
昔
日
遊
底
」
と
封
掘
出
し
て
い
る
と
解
穫
で
き
る
が
、
な
ら
ば
「
昔
ち
と
の
宴
涯
で
生
じ
た
思
想
か
感
情
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
と
交
流
を
持
っ
た
呉
質
は
曹
歪
に
法
っ
た
手
紙
の
中
で
建
安
詩
人
た
ち
と
の
宴
遊
を
同
想
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
置
酒
築
飲
、
賦
詩
揖
相
官
需
(
酒
を
置
き
て
飲
を
楽
し
み
、
詩
を
賦
し
て
需
を
稀
う
)
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
文
心
離
龍
』
「
明
詩
篇
」
は
建
安
詩
人
た
ち
の
宴
遜
Amv 
の
内
容
を
「
弁
憐
風
月
、
狩
池
苑
、
述
思
築
、
絞
酎
宴
(
井
ぴ
に
風
月
を
憐
れ
み
、
池
苑
に
狩
れ
、
恩
築
を
述
べ
、
酎
宴
を
紋
ぶ
)
」
と
纏
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
曹
歪
・
曹
植
と
い
う
嘗
時
の
統
治
者
の
子
息
を
文
壇
の
主
と
仰
ぐ
建
安
詩
人
た
ち
の
「
志
意
」
と
は
、
主
の
長
議
の
祈
念
や
、
主
の
日
ご
ろ
の
恩
顧
に
劃
す
る
感
謝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寅
際
、
現
存
す
る
ど
の
公
議
詩
に
も
概
ね
そ
れ
ら
に
類
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
弘
現
存
す
る
干
賓
の
『
菅
紀
』
が
述
べ
る
叢
林
園
で
の
宴
で
は
、
武
一
帝
司
馬
炎
が
臣
下
に
詩
を
作
ら
せ
て
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
「
志
を
観
た
」
と
い
う
が
、
熔
貞
だ
け
で
な
く
、
他
の
西
菅
の
詩
人
た
ち
の
現
存
作
品
を
讃
ん
で
み
て
も
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
王
朝
の
賛
美
と
い
う
貼
で
共
通
し
て
い
弘
『
耳
墨
田
』
「
王
義
之
簿
」
の
記
事
は
「
蘭
亭
の
集
い
」
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
王
義
之
と
「
同
好
」
「
同
士
山
」
の
詩
人
た
ち
が
蘭
亭
に
集
っ
て
宴
を
催
し
、
こ
の
た
め
に
王
義
之
は
序
文
を
書
い
て
「
其
の
志
を
申
」
べ
た
と
い
う
。
こ
の
す
ぐ
後
に
は
有
名
な
「
蘭
亭
序
」
が
績
く
が
、
そ
の
中
に
は
「
放
列
絞
時
人
、
銭
其
所
述
。
難
世
殊
事
異
、
所
以
輿
懐
、
其
致
一
也
(
故
に
時
人
を
列
紋
し
、
其
の
述
ぶ
る
所
を
録
す
。
世
は
殊
な
り
事
は
異
な
る
と
蛾
も
、
懐
い
を
興
す
所
以
は
、
其
の
致
は
一
な
り
)
」
と
い
う
一
節
【幻〕
の
断
片
か
ら
窺
わ
れ
る
内
容
自
鰭
は
大
差
が
無
い
。
が
あ
る
。
事
責
、
現
存
し
て
い
る
「
蘭
亭
詩
」
(
三
)
「
言
士
山
」
説
概
観
以
上
の
よ
う
に
、
古
来
、
宴
は
文
撃
制
作
の
場
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
し
か
も
そ
こ
で
制
作
さ
れ
た
作
品
が
概
ね
千
篇
一
律
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
掲
の
資
料
の
中
で
「
志
意
」
「
賦
詩
言
志
」
「
賦
詩
観
志
」
「
申
其
志
」
や
「
同
士
山
」
と
い
う
句
や
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
臨
時
干
と
「
志
」
と
言
え
ば
「
詩
言
志
」
設
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
向
書
』
「
舜
典
」
の
「
詩
言
志
、
歌
永
言
。
聾
依
永
、
律
和
聾
。
八
音
克
譜
、
無
棺
奪
倫
、
紳
人
以
和
(
詩
七。
は
志
を
言
い
、
歌
は
言
を
永
う
す
。
聾
は
永
き
に
依
り
、
律
は
撃
を
和
す
。
八
昔
克
く
譜
し
、
相
倫
を
奪
う
こ
と
無
く
、
神
人
以
っ
て
和
せ
ん
ど
や
次
の
「
毛
詩
大
序
」
な
ど
の
儒
数
経
典
に
基
づ
く
語
で
あ
る
。
「
詩
者
、
志
之
所
之
也
。
在
心
矯
志
、
設
言
矯
詩
。
情
動
於
中
而
形
於
言
。
一
百
之
不
足
、
故
嵯
嘆
之
、
嵯
嘆
之
不
足
、
故
永
歌
之
、
永
歌
之
不
足
、
不
知
手
之
舞
之
、
足
之
路
之
也
。
情
護
於
費
、
聾
成
文
、
謂
之
音
。
治
世
之
昔
安
以
築
、
其
政
和
、
乱
世
之
音
怨
以
怒
、
其
政
弟
、
亡
園
之
音
哀
以
思
、
其
民
因
。
故
正
得
失
、
動
天
地
、
感
鬼
紳
、
莫
近
於
詩
。
先
王
以
固
定
経
夫
婦
、
成
孝
敬
、
厚
人
倫
、
美
教
化
、
移
風
俗
(
詩
は
、
士
山
の
之
く
所
な
り
。
心
に
在
る
を
志
と
矯
し
、
言
に
設
す
る
を
詩
と
矯
す
。
情
は
中
に
動
い
て
而
し
て
吉
田
に
形
わ
る
。
こ
れ
を
言
い
で
足
ら
ず
、
故
に
こ
れ
を
嵯
嘆
し
、
こ
れ
を
嵯
嘆
し
て
足
ら
ず
、
故
に
こ
れ
を
永
歌
し
、
こ
れ
を
永
歌
し
て
足
ら
ざ
れ
ば
、
手
の
こ
れ
を
舞
い
、
足
の
こ
れ
を
踏
む
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
情
は
聾
に
設
し
、
撃
は
文
を
成
す
、
こ
れ
を
音
と
謂
う
。
治
世
の
昔
は
安
ら
か
に
し
て
以
て
築
し
む
、
其
の
政
は
和
ら
げ
ば
な
り
、
乱
世
の
音
は
怨
み
て
以
て
怒
る
、
其
の
政
は
軍
れ
ば
な
り
、
亡
閣
の
音
は
哀
し
み
て
以
て
思
う
、
其
の
民
は
困
し
め
ば
な
り
。
故
に
得
失
を
正
し
、
天
地
を
動
か
し
、
鬼
紳
を
感
ぜ
し
む
る
は
、
詩
よ
り
近
き
は
莫
し
。
先
王
是
れ
を
以
て
夫
婦
を
経
し
、
孝
敬
を
成
し
、
人
倫
を
厚
く
し
、
教
化
を
美
わ
し
く
し
、
風
俗
を
移
す
)
」
正
義
「
詩
者
人
志
意
之
所
遁
也
。
難
有
所
遁
、
猶
未
設
口
、
葱
蔵
在
心
、
謂
之
矯
志
。
務
見
於
言
、
乃
名
馬
詩
。
一
言
作
詩
者
、
所
以
箭
心
志
憤
滋
而
卒
成
歌
誌
。
故
『
虞
童
日
』
謂
之
『
詩
言
志
』
也
。
包
管
寓
慮
、
其
名
目
心
、
感
物
而
動
、
乃
呼
矯
志
。
志
之
所
遁
、
外
物
感
罵
。
言
悦
橡
之
志
則
和
楽
興
而
頒
撃
作
、
憂
愁
之
士
山
則
哀
傷
超
而
怨
刺
生
。
『
義
文
志
』
云
、
『
哀
楽
之
情
感
、
歌
一
詠
之
聾
設
』
此
之
謂
也
(
詩
は
、
人
の
志
意
の
遁
く
所
な
り
。
漣
く
所
有
り
と
難
も
、
猶
お
未
だ
口
に
殺
せ
ず
、
組
蔵
し
て
心
に
在
り
、
こ
れ
を
謂
い
て
志
と
矯
す
。
獲
し
て
言
に
見
わ
る
、
乃
ち
名
づ
け
て
詩
と
属
す
。
言
の
詩
と
作
る
者
は
、
心
志
の
憤
滋
を
傍
ぺ
て
卒
に
歌
誌
を
成
す
所
以
な
り
。
故
に
『
虞
書
』
は
こ
れ
を
『
詩
は
志
を
言
、
つ
』
と
謂
う
な
り
。
高
慮
を
包
管
す
、
其
れ
を
名
づ
け
て
心
と
臼
い
、
物
に
感
じ
て
動
く
、
乃
ち
呼
び
て
志
と
矯
す
。
志
の
遁
く
所
、
外
物
に
感
ず
る
な
り
。
悦
珠
の
志
あ
ら
ば
則
ち
和
築
興
り
て
頒
聾
作
り
、
憂
愁
の
志
あ
ら
ば
則
ち
哀
傷
起
こ
り
て
怨
刺
生
ず
る
を
言
う
。
『
義
文
志
』
に
云
う
、
『
哀
楽
の
情
感
ず
れ
ば
歌
誌
の
聾
設
す
』
と
は
、
此
れ
の
謂
な
り
)
0
」
「
毛
詩
大
島
こ
の
「
大
序
」
と
正
義
に
よ
れ
ば
、
「
志
」
は
心
中
の
「
情
」
が
外
物
に
感
臆
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
志
」
を
口
に
議
し
た
文
一
一
一
口
が
「
詩
」
で
、
そ
れ
は
音
楽
や
舞
踏
と
不
可
分
で
あ
り
、
時
の
政
治
の
状
況
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う
。
「
和
」
ら
い
だ
政
治
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
歌
わ
れ
る
詩
は
「
安
ら
ぎ
て
楽
し
み
」
、
「
零
れ
た
」
政
治
が
行
わ
れ
ば
詩
は
「
怨
み
て
怒
り
」
、
園
が
滅
べ
ば
民
は
困
窮
し
、
歌
わ
れ
る
詩
は
「
哀
し
み
て
思
う
」
。
従
っ
て
、
あ
る
土
地
で
歌
わ
れ
て
い
る
詩
を
聞
け
ば
、
そ
の
土
地
の
政
治
の
朕
況
が
分
か
る
と
い
う
。
こ
の
「士一日」
の
意
味
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
近
代
以
降
の
設
を
取
上
げ
て
み
る
。
楊
樹
達
氏
は
後
漢
・
許
恨
の
『
説
文
解
字
』
中
の
「
詩
、
志
だ
が
、
調
査
の
結
果
、
興
味
深
い
こ
と
に
史
書
や
詩
人
の
散
文
な
ど
が
宴
遊
に
お
け
る
詩
作
の
賦
況
を
述
べ
る
場
合
、
「
雪
国
志
」
と
い
う
語
は
見
ら
れ
で
も
、
「
縁
情
」
吟
言ま
也
」
と
い
う
解
説
を
引
用
し
、
先
秦
の
文
献
に
お
い
て
「
詩
」
と
ま
」
が
互
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
許
恨
の
説
に
賛
同
し
て
い
弘
間
一
多
氏
は
楊
氏
の
設
を
AU) 
「
懐
念
」
「
欲
慕
」
な
ど
)
」
と
い
う
三
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し
た
。
「
志
」
に
釣
立
す
る
も
の
と
し
て
「
志
」
に
は
「
記
憶
」
「
記
録
」
「
懐
抱
(
「
情
思
」
「
感
想
」
踏
ま
え
、
「
情
」
が
奉
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
林
田
慎
之
助
氏
に
よ
れ
ば
「
情
」
は
「
人
聞
が
生
来
そ
な
え
て
い
た
本
能
」
で
あ
る
と
い
う
。
林
田
氏
は
こ
の
爾
者
を
明
確
に
医
別
し
た
が
、
表
行
需
・
孟
二
多
・
丁
放
三
氏
の
『
中
園
詩
事
通
論
』
は
で
あ
り
、
「
志
」
は
「
知
性
的
認
識
的
な
心
の
機
能」A泊
v
し
、
黄
霧
・
呉
建
民
・
呉
兆
路
三
氏
の
『
中
園
古
代
文
庫
干
理
論
健
系
・
原
人
論
』
は
前
述
の
林
田
氏
と
同
じ
意
味
づ
け
を
し
な
が
ら
も
、
「
志
」
と
「
情
」
の
意
味
が
交
差
し
《
mv
た
り
重
複
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
後
二
者
が
数
多
く
の
資
料
を
引
用
し
て
い
る
遁
り
、
確
か
に
先
秦
か
ら
唐
代
ま
で
の
資
料
で
は
雨
者
の
意
味
は
重
複
す
る
こ
と
も
多
く
、
孔
穎
這
は
雨
者
を
同
一
視
し
て
い
弘
前
掲
の
正
義
に
は
「
志
」
が
「
情
」
と
「
意
」
を
含
む
と
「
悦
濠
之
志
」
と
「
憂
愁
之
志
」
と
い
う
こ
つ
の
志
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
こ
の
「
志
」
は
「
情
」
に
置
き
換
え
て
も
全
く
差
し
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
漢
貌
雷
南
北
朝
期
の
文
相
学
思
想
史
は
、
「
舌
『
志
』
読
」
と
「
縁
『
情
』
読
」
の
封
立
と
い
う
観
貼
か
ら
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
漢
代
に
は
「
昔
口
志
」
説
が
重
観
さ
れ
た
が
、
西
督
の
陸
機
が
「
文
賦
」
の
中
で
「
詩
は
情
に
繰
り
て
締
厩
」
と
述
べ
て
以
来
、
詩
に
は
感
情
を
歌
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
「
縁
情
」
設
が
文
皐
思
想
の
主
流
と
な
り
、
「
縁
情
」
説
と
関
連
の
深
い
「
吟
一
諒
情
性
」
説
が
梁
代
で
は
一
世
を
風
廃
し
、
そ
の
理
論
の
寅
践
と
し
て
主
に
宮
健
振
の
詩
人
た
ち
が
「
監
詩
」
を
制
作
し
た
、
《
nv
と
い
う
流
れ
が
撃
界
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
{
ね
)
や
或
い
は
『
文
選
』
賦
篇
の
「
吟
詠
情
性
」
説
を
標
幽
閉
し
た
梁
代
「
盤
詩
」
か
ら
最
も
速
い
「昔ロ京叫」
の
文
撃
と
言
え
ば
、
院
籍
・
時
間
康
の
諸
作
品
「
志
」
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
賦
が
代
表
的
作
品
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
(
四
}
「
雷
同
士
山
」
文
拳
と
し
て
の
「
鐙
詩
」
し
か
し
、
前
掲
の
如
く
「
言
士
山
」
と
い
う
語
は
梁
代
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
の
宴
に
お
け
る
詩
作
を
記
述
す
る
場
面
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
定
説
を
元
に
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
「号一同士岨」
は
「
縁
情
」
「
吟
一
一
詠
情
性
」
と
い
う
賓
情
に
傍
統
的
な
儒
数
の
詩
数
説
の
衣
を
着
せ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
、
と
切
り
捨
て
る
こ
と
も
出
来
る
。
情
性
」
と
い
う
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
粛
綱
が
「
吟
諒
情
性
」
説
を
提
唱
し
て
宮
鰻
詩
を
制
作
し
た
と
い
う
根
嬢
と
し
て
皐
げ
ら
れ
る
の
が
「
輿
湘
東
王
書
」
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
で
彼
は
蛍
時
の
都
の
詩
風
を
批
判
し
て
言
う
。
未
聞
吟
一
認
情
性
、
反
擬
「
内
則
」
之
篇
、
操
筆
潟
志
、
更
事
「
酒
諾
」
之
作
(
未
だ
聞
か
ず
、
情
性
を
吟
一
一
詠
す
る
に
、
反
っ
て
{
『
謹
記
』
}
「
内
則
」
の
篇
に
擬
し
、
筆
七
七
を
操
り
て
志
を
潟
す
に
、
更
に
{
『
角
書
』
}
「
沼
諾
」
の
作
に
華
す
る
こ
と
を
)
。
薪
綱
が
批
判
し
て
い
る
の
は
都
の
詩
風
が
経
典
の
句
を
流
用
し
て
い
る
貼
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
吟
一
一
詠
情
性
」
も
「
操
筆
潟
志
」
も
互
換
可
能
で
「
詩
作
」
と
い
う
意
味
以
上
の
内
容
を
持
つ
と
は
考
え
難
く
、
こ
の
一
節
を
以
っ
て
粛
綱
が
「
吟
一
詠
情
性
」
設
を
提
唱
し
た
と
い
う
論
擦
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
篇
綱
は
「
登
城
詩
」
の
中
で
、
「
寂
実
既
寡
係
、
登
城
望
原
陸
(
寂
実
に
し
て
既
に
椋
み
寡
く
、
城
に
登
り
て
原
陵
を
望
)
」
ん
だ
こ
と
を
述
べ
、
城
壁
か
ら
望
む
風
短
歌
は
裁
{
つ
く
}
景
を
措
潟
し
た
あ
と
、
最
後
に
「
遠
踊
既
濡
翰
，
徒
自
努
心
目
。
短
歌
難
可
裁
、
縁
情
非
霧
穀
(
遠
く
鴎
て
既
に
翰
を
濡
ら
す
も
、
徒
自
{
い
た
ず
}
ら
に
心
目
を
勢
す
。
Amv 
る
べ
し
と
難
も
、
情
に
縁
る
は
霧
穀
に
非
ざ
る
な
り
ご
と
一
一
一
口
う
。
「
霧
穀
」
は
仙
女
や
紳
女
の
着
物
の
こ
と
で
あ
る
が
、
結
局
は
女
性
描
鶏
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
右
の
四
句
を
解
得
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
「
城
に
登
っ
て
遠
く
の
景
色
を
見
渡
し
、
詩
を
一
詠
も
う
と
し
て
筆
を
墨
で
濡
ら
せ
ど
も
、
良
句
は
浮
か
ば
ず
無
駄
に
頭
や
目
を
疲
れ
さ
せ
る
ば
か
り
。
短
い
詩
は
作
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
感
情
の
ま
ま
に
作
っ
た
そ
の
作
品
は
女
性
を
歌
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
」
こ
こ
で
「
寂
実
既
寡
綜
」
「
縁
情
非
霧
穀
」
と
い
う
句
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
句
に
擦
れ
ば
、
粛
綱
が
城
に
登
っ
て
「
短
歌
」
を
作
っ
た
の
は
作
者
が
多
く
の
友
人
た
ち
と
離
れ
、
孤
濁
と
寂
宴
を
感
じ
つ
つ
行
っ
た
行
局
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
場
で
「
情
に
縁
っ
て
」
苦
心
の
末
に
出
来
た
作
品
は
「
盤
詩
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
と
は
封
照
的
に
、
前
掲
の
劉
遁
追
悼
文
で
「
艶
詩
」
を
含
む
唱
和
作
品
を
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
と
制
作
し
た
こ
と
を
「
量
一
口
志
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
粛
綱
に
と
っ
て
宴
に
お
い
て
参
加
者
と
「
盤
詩
」
を
制
作
す
る
こ
と
は
「
縁
情
」
で
は
な
く
「
一
言
一
志
」
に
属
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
「
艶
詩
」
を
量
産
し
た
皇
帝
と
し
て
名
高
い
陳
の
後
主
陳
叔
賓
も
「
上
巳
宴
麗
揮
殿
各
賦
一
字
十
韻
詩
」
と
い
う
作
品
で
三
月
三
日
の
宴
の
情
景
を
描
寓
し
た
あ
と
、
最
後
に
「
言
志
暗
躍
矯
紫
、
置
描
朋
方
薦
毒
。
文
息
干
旦
遡
鐘
、
羅
締
令
隊
後
。
干
支
幸
勿
用
、
寧
須
勢
馬
首
(
士
山
を
言
い
て
遅
い
に
梁
し
み
を
粛
し
、
錫
を
置
き
て
方
に
需
を
薦
む
。
文
撃
は
且
つ
鐙
に
遡
び
、
羅
締
は
後
に
陳
ば
令
む
。
干
文
幸
い
に
用
い
る
こ
と
勿
く
、
寧
ぞ
馬
首
を
努
す
る
こ
と
を
須
い
ん
)
」
と
歌
っ
て
、
宴
に
お
け
る
詩
作
を
描
潟
し
た
場
面
で
「
雪
国
志
」
と
は
言
っ
て
も
、
「
縁
情
」
「
吟
一
詠
一
情
性
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
艶
詩
」
制
作
が
「
昔
口
志
」
に
属
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
前
述
の
仮
設
が
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
(
五
)
「
筆
」
の
「
士
山
」
こ
こ
で
、
「
雪
口
土
台
の
「
志
」
と
い
う
語
の
性
質
を
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
「
毛
詩
大
序
」
に
よ
れ
ば
、
詩
に
現
れ
る
の
が
「
志
」
で
あ
り
、
詩
を
見
れ
ば
政
治
と
一
位
曾
の
扶
況
が
分
か
る
と
い
う
。
な
ら
ば
、
こ
の
「
志
」
と
い
う
も
の
は
、
日
枇
舎
全
健
と
い
う
「
集
圏
の
士
山
」
と
言
え
よ
う
。
七
時
代
が
前
後
す
る
が
、
次
に
『
論
語
』
「
陽
貨
篇
」
の
孔
子
の
言
葉
を
見
て
み
よ
う
。
「
子
日
、
小
子
何
莫
息
子
夫
詩
?
詩
可
以
興
、
可
以
観
、
可
以
輩
、
可
以
怨
。
遁
之
事
父
、
遠
之
事
君
」
孔
安
園
注
「
興
、
引
醤
漣
類
。
霊
居
相
切
瑳
。
怨
刺
上
政
。
」
鄭
築
「
観
風
俗
之
盛
衰
。
」
朱
子
集
注
「
感
毅
志
意
、
考
見
得
失
、
和
而
不
流
、
怨
而
不
怒
。
」
(
「
子
日
く
、
小
子
何
ぞ
夫
の
詩
を
曲
学
ぶ
こ
と
莫
き
や
?
詩
は
以
て
興
す
ベ
く
、
以
て
観
る
べ
く
、
以
て
群
す
べ
く
、
以
て
怨
む
べ
し
。
遁
く
は
父
に
事
え
、
遠
く
は
君
に
事
う
。
」
孔
安
圏
注
「
興
は
、
醤
え
を
引
き
類
を
漣
ぬ
。
肇
居
し
て
相
切
瑳
す
。
上
政
を
怨
刺
す
。
」
鄭
築
「
風
俗
の
盛
表
を
観
る
。
」
朱
子
集
注
「
志
意
を
感
設
し
、
得
失
を
考
見
し
、
和
す
れ
ど
も
流
れ
ず
、
怨
め
ど
も
怒
ら
ず
」
官
右
の
孔
子
が
舌
口
う
「
詩
」
の
四
つ
の
放
用
、
「
輿
」
「
観
」
「
蒙
」
「
怨
」
は
、
注
稗
に
擦
れ
ば
決
し
て
同
じ
範
鴎
に
属
す
る
並
列
的
な
も
の
で
は
な
く
、
詩
に
関
す
る
様
々
な
段
階
の
作
業
や
作
用
を
意
味
す
る
と
解
得
出
来
る
が
、
こ
の
四
項
目
は
全
て
集
間
活
動
に
関
わ
る
と
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
「
興
」
で
あ
る
が
、
孔
注
は
「
引
嘗
漣
類
」
と
説
明
し
、
朱
注
は
「
感
毅
志
意
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
「
興
」
が
所
謂
「
詩
の
六
義
」
の
中
の
「
輿
」
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
戸
倉
英
美
氏
に
よ
れ
ば
、
『
詩
経
』
の
「
輿
」
と
は
「
あ
る
象
徴
の
大
系
を
共
有
す
る
人
々
」
の
中
で
或
る
事
柄
を
詩
に
歌
う
際
に
、
現
代
の
我
々
の
白
か
ら
見
れ
ば
そ
の
事
柄
と
直
接
の
閥
漣
は
な
い
け
れ
ど
も
嘗
時
の
人
身
に
と
っ
て
は
深
い
結
び
つ
き
が
感
じ
ら
れ
て
い
た
自
然
界
の
事
象
を
詩
の
冒
頭
に
歌
う
こ
と
で
、
「
人
々
の
心
に
あ
る
一
定
の
感
情
を
湧
き
お
こ
ら
せ
る
こ
と
」
だ
っ
た
と
い
λ
匂
次
に
「
観
」
で
あ
る
が
、
鄭
玄
は
「
風
俗
の
盛
衰
」
を
「
親
」
る
こ
と
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
采
詩
の
官
」
の
設
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
%
前
掲
干
賓
『
菅
紀
』
の
記
事
で
は
司
馬
炎
が
家
臣
た
ち
に
詩
を
作
ら
せ
、
そ
の
内
容
か
ら
家
臣
た
ち
の
「
志
」
を
「
観
」
た
と
い
う
の
も
、
こ
の
「
観
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
詩
人
各
人
の
個
別
的
な
感
情
や
思
想
を
見
る
こ
と
と
は
、
異
な
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孔
注
に
よ
れ
ば
「
怨
」
は
政
治
を
怨
刺
す
る
こ
と
と
い
い
、
「
牽
」
は
詩
を
遁
し
て
曲
学
問
や
人
格
を
集
閣
の
中
で
切
礎
琢
磨
す
る
こ
と
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
孔
子
は
、
「
詩
」
を
集
園
活
動
の
幾
つ
か
の
場
面
に
お
い
て
積
極
的
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
四
項
目
は
本
来
互
い
に
閥
連
し
あ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
孔
子
の
「
詩
」
の
定
義
は
南
朝
時
代
に
ど
の
よ
う
に
受
け
縫
が
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
梁
の
鍾
燦
は
『
詩
品
』
序
の
中
で
、
四
季
折
々
の
風
物
が
人
の
心
を
感
ぜ
し
め
て
詩
作
に
駆
り
立
て
、
「
嘉
舎
寄
詩
以
親
、
離
霊
託
詩
以
怨
(
嘉
舎
に
は
詩
に
寄
せ
て
以
て
親
し
み
、
群
を
離
れ
て
は
詩
に
託
し
て
以
て
怨
む
)
」
と
号
一
一
日
い
、
そ
れ
か
ら
「
離
霊
託
詩
以
怨
」
の
例
と
し
て
故
事
を
幾
つ
か
皐
げ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
凡
斯
種
種
、
感
蕩
心
霊
。
非
陳
詩
何
以
展
其
義
、
非
長
歌
何
以
携
其
情
?
故
臼
「
『
詩
』
可
以
章
、
可
以
怨
」
。
(
凡
そ
斯
の
種
種
、
心
震
を
感
蕩
せ
し
む
。
詩
を
陳
ぶ
る
に
非
ざ
れ
ば
何
を
以
て
か
其
の
義
を
展
べ
ん
、
歌
を
長
く
す
る
に
非
ざ
れ
ば
何
を
以
て
か
其
の
情
を
携
せ
ん
つ
・
故
に
日
く
「
『
詩
』
は
以
て
群
す
ぺ
く
、
以
て
怨
む
べ
し
」
と
)
。
種
々
の
獄
況
が
人
の
心
を
動
か
す
が
、
詩
や
歌
以
外
に
そ
の
「
義
」
や
「
情
」
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
き
同
一
い
、
そ
し
て
「
陽
貨
篇
」
の
「
詩
可
以
章
、
可
以
怨
」
以
親
」
と
「
離
筆
託
詩
以
怨
」
の
二
貼
に
絞
り
、
前
者
の
「
嘉
曾
」
を
集
圏
と
個
の
矛
盾
の
な
い
賦
態
と
し
て
軽
競
し
、
後
者
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
陽
貨
篇
」
は
集
圏
の
情
を
一
つ
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
「
興
」
を
、
個
人
の
情
を
表
現
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
定
義
し
直
し
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
で
七
四
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
鍾
燥
が
、
前
者
に
釣
し
て
は
宴
舎
に
お
い
て
詩
を
通
し
て
相
親
し
む
こ
と
を
、
ま
た
後
者
に
は
集
固
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
封
慮
さ
せ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
「
怨
」
の
意
味
内
容
に
関
し
て
、
政
治
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
詩
に
表
れ
る
民
衆
の
情
、
即
ち
祉
曾
全
鰻
の
怨
嵯
と
す
る
『
論
語
』
に
射
し
て
、
『
詩
口
問
』
は
集
圏
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
個
人
に
生
じ
る
感
情
と
し
て
お
り
、
爾
者
の
距
離
は
大
き
い
。
そ
も
そ
も
「
毛
詩
大
序
」
の
考
え
る
「
志
」
や
「
情
」
は
集
圏
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
大
序
」
は
詩
の
制
作
に
闘
し
て
集
圏
と
個
人
と
い
う
問
題
の
立
て
方
を
し
て
い
な
ぃ
。
集
固
と
共
に
一
一
詠
う
こ
と
に
飽
き
た
ら
ず
、
個
性
的
な
表
現
を
求
め
て
悩
む
詩
人
、
自
ら
の
目
標
を
寅
現
す
る
た
め
に
、
集
圏
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
個
人
の
孤
濁
な
ど
と
い
う
も
の
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
封
し
、
集
圏
と
個
の
聞
に
生
じ
る
矛
盾
を
、
詩
歌
制
作
の
重
要
な
動
機
と
捉
え
た
の
が
『
詩
品
』
で
あ
る
。
で
あ
っ
b
d
彼
は
そ
の
序
の
前
掲
部
分
に
お
い
て
、
詩
に
お
け
る
主
題
を
「
嘉
曾
寄
詩
鍾
燥
の
『
詩
日
間
』
を
貰
く
思
想
的
支
柱
の
一
つ
は
「
費
・
梁
的
詩
風
へ
の
反
毅
」
「
嘉
舎
」
に
お
け
る
集
圏
の
文
挙
制
作
は
「
一
言
一
志
」
と
呼
ば
れ
た
。
往
路
で
拳
げ
た
林
田
氏
の
論
考
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
『
詩
品
』
序
で
鍾
燦
が
「
言
志
」
「
志
」
と
い
う
語
の
使
用
を
漣
け
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。
(
六
〉
宴
に
お
け
る
「
言
士
山
」
の
究
極
の
目
的
|
宇
宙
の
和
合
の
表
現
の
意
味
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
《
uv
元
来
、
『
圏
諸
』
「
周
盟
問
中
」
が
「
宴
以
合
好
(
宴
し
て
以
て
好
を
合
わ
す
)
」
と
言
い
、
宴
の
意
義
を
説
く
『
誼
記
』
「
燕
義
」
が
宴
舎
の
手
順
と
そ
の
意
味
を
説
明
し
た
後
に
「
是
以
上
下
和
親
而
不
怨
也
(
是
を
以
て
上
下
和
親
し
て
怨
ま
ざ
る
な
り
)
斗
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宴
は
参
加
者
の
和
合
を
究
極
の
目
的
と
し
、
参
加
者
は
あ
る
感
こ
こ
に
至
っ
て
、
宴
の
場
で
「
集
圏
の
志
を
言
う
こ
と
」
情
や
思
想
を
共
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
『
春
秋
左
傍
』
裏
公
十
六
年
の
記
事
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
晋
侯
輿
諸
侯
宴
子
温
。
使
諸
大
夫
舞
。
目
、
「
歌
詩
必
類
。
」
費
高
厚
之
詩
不
類
。
萄
僅
怒
、
E
日
・
'
「
諸
侯
有
異
志
失
!
」
使
諸
大
夫
盟
高
厚
。
高
厚
逃
錦
。
於
是
叔
孫
豹
、
耳
百
萄
僅
、
宋
向
戊
、
衛
耐
用
殖
、
鄭
公
孫
費
、
小
知
之
大
夫
、
盟
日
、
「
同
討
不
庭
!
」
(
雷
侯
は
諸
侯
と
温
に
て
宴
す
。
諸
大
夫
を
し
て
舞
わ
し
む
。
{
督
の
萄
億
}
日
く
、
「
歌
詩
は
必
ず
類
せ
ん
。
」
斉
の
高
厚
の
詩
類
せ
ず
。
萄
僅
怒
り
て
，
且
つ
臼
く
、
「
諸
侯
異
志
有
ら
ん
!
」
諸
大
夫
を
し
て
高
厚
に
盟
せ
し
む
。
高
厚
逃
腸
す
。
固
定
に
於
い
て
叔
孫
豹
、
膏
の
萄
優
、
宋
の
向
戊
、
衡
の
宙
殖
、
鄭
の
公
孫
蓋
、
小
郊
の
大
夫
、
盟
し
て
日
く
、
「
同
に
不
庭
を
討
た
ん
!
」
)
。
社
預
注
「
歌
古
詩
嘗
使
各
従
義
類
(
古
詩
を
歌
う
は
嘗
に
各
お
の
義
類
に
従
わ
し
む
べ
し
)
。
」
正
義
「
歌
古
詩
各
従
其
思
好
之
義
類
、
高
厚
所
歌
之
詩
濁
不
取
思
好
之
義
類
、
故
云
費
有
二
わ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
高
厚
は
逃
げ
揚
っ
た
。
後
に
諸
大
夫
は
費
を
討
と
う
と
誓
っ
た
。
同
盟
図
の
者
で
行
わ
れ
る
宴
で
歌
わ
れ
る
詩
の
内
容
で
は
「
恩
好
」
、
つ
ま
り
参
加
《
純
明
)
心
(
古
詩
を
歌
う
は
各
お
の
其
の
思
好
の
義
類
に
従
う
。
高
厚
の
歌
う
と
こ
ろ
の
詩
は
濁
り
恩
好
の
義
類
を
取
ら
ず
、
故
に
斉
に
二
心
有
り
と
云
う
)
。
」
替
が
同
盟
園
と
温
で
宴
を
催
し
、
諸
大
夫
に
舞
を
舞
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
耳
回
の
萄
催
は
「
舞
う
と
き
に
歌
う
詩
は
、
必
ず
似
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
き
ロ
っ
た
。
替
の
高
厚
An} 
の
詩
の
内
容
が
他
と
似
て
い
な
か
っ
た
。
音
の
萄
僅
は
怒
っ
て
諸
侯
が
膏
に
釣
し
て
異
心
(
「
異
志
」
)
が
あ
る
と
疑
い
、
そ
の
他
の
大
夫
に
高
厚
に
耳
目
に
封
す
る
忠
誠
を
誓
者
或
い
は
参
加
者
が
代
表
す
る
園
家
慌
の
思
義
や
友
好
を
述
べ
る
と
い
う
鮎
で
似
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。
「
嘉
舎
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
厚
が
歌
っ
た
詩
は
「
詩
に
寄
せ
て
以
て
親
し
む
」
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宴
の
参
加
者
は
「
恩
好
」
と
い
う
「
志
」
を
同
じ
く
す
る
べ
き
で
あ
り
、
参
加
者
各
人
が
賦
す
詩
の
内
容
が
似
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
慣
習
が
出
来
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
資
料
は
作
詩
の
例
で
は
な
く
、
外
交
の
宴
に
お
い
て
古
詩
を
引
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
『
文
心
離
龍
』
「
明
詩
篇
」
は
建
安
公
謙
詩
の
内
容
の
共
通
動
の
一
つ
が
「
思
用
し
て
「
思
好
」
と
い
う
「
志
」
を
述
べ
る
「
賦
詩
言
志
」
盤
崩
を
述
」
だ
杯
の
行
くべ
こ る
とこ
のと
渥だ
きと
をし
怒て
うい
ご喜る
「し
夙
昔貌
構替
良荷
遊北
接寄
膝代
同の
懐宴
志を
夙聖
昔た
良詩
遊に
を見
t蕎ら
いれ
る
膝
を会:
接昼
し同
王屈
を，
懐但
し 空寝
苦杯
官「
否通
とi.i，S
主事
口rJ A 
P品
三せ
ム自長
とし
いむ
う所
句を
は問
、じ
宴 く
のし
詰ム
者
が
何
ら
か
の
感
情
や
思
想
を
共
有
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
共
通
の
感
情
や
思
想
を
宴
の
各
参
加
者
が
詩
の
中
で
述
べ
る
こ
と
も
「
言
志
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
春
秋
時
代
の
宴
の
場
に
お
け
る
「
賦
詩
言
志
」
の
停
統
は
確
か
に
後
世
に
継
承
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
宴
と
い
う
場
に
お
け
る
「
一
-
一
一
同
志
」
の
根
底
に
あ
る
の
は
和
合
を
重
視
す
る
思
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
儒
教
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
『
老
子
』
第
四
十
二
生
三
、
ゴ
一
生
高
物
。
高
物
負
陰
而
抱
陽
、
沖
気
以
矯
和
(
這
は
一
を
生
じ
、
物
陰
を
負
い
て
陽
を
抱
き
、
沖
気
は
以
て
和
を
矯
す
)
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
中
園
古
代
世
界
に
お
い
て
、
思
想
を
関
わ
ず
蔦
物
の
和
合
は
究
極
の
理
想
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
二
章
も
「
道
生
て
生
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生
じ
、
三
は
蔦
物
を
生
ず
。
高
ろ
う
。
儒
教
思
想
で
は
宴
が
そ
の
和
合
を
寅
現
す
る
具
健
的
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
君
庄
が
和
合
す
る
こ
と
は
園
家
の
卒
和
に
直
結
す
る
。
曹
亙
は
「
集
論
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
夫
陰
陽
交
、
高
物
成
。
君
臣
交
、
邦
園
治
。
士
康
交
、
徳
行
光
。
同
憂
紫
、
共
富
貴
、
而
友
道
備
失
。
『
易
』
目
、
上
下
交
而
其
志
同
。
由
此
観
之
、
交
乃
人
倫
之
本
務
、
王
道
之
大
義
、
非
特
士
友
之
志
也
(
夫
れ
陰
陽
交
わ
り
、
高
物
成
る
。
君
臣
交
わ
り
、
邦
園
治
ま
る
。
士
康
交
わ
り
、
徳
行
光
く
。
憂
幾
を
同
じ
く
し
、
富
貴
を
共
に
す
れ
ば
、
友
道
備
わ
ら
ん
。
『
易
』
に
日
く
、
上
下
交
わ
り
て
其
の
志
は
同
じ
な
り
。
此
に
由
り
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
交
わ
り
は
乃
わ
ち
人
倫
の
本
務
、
王
道
の
大
〔
招
)
義
な
り
、
特
に
士
友
の
志
の
み
に
あ
ら
ざ
る
な
り
)
彼
は
陰
陽
だ
け
で
な
く
人
聞
の
交
わ
り
も
世
界
の
安
定
の
基
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
は
文
中
で
『
周
易
』
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
泰
」
卦
の
象
停
で
あ
七
五
七
六
る
『
泰
、
小
往
大
来
吉
亨
。
』
則
是
天
地
交
而
寓
物
遁
也
。
上
下
交
而
其
志
向
也
(
『
泰
は
、
小
往
き
て
大
来
り
、
吉
亨
る
。
』
と
は
、
則
わ
ち
是
れ
天
地
交
わ
り
て
高
物
通
ず
る
な
り
。
上
下
交
わ
り
て
其
の
志
向
じ
な
り
)
。
」
正
義
「
由
天
地
気
交
而
生
養
高
物
、
物
得
大
遁
、
故
一
玄
泰
也
。
上
下
交
而
其
志
向
者
、
此
以
人
事
象
天
地
之
交
。
上
謂
君
也
、
下
請
臣
也
。
君
臣
交
好
、
故
志
意
和
同
(
天
地
の
気
交
わ
り
て
蔦
物
を
生
養
す
る
に
由
り
て
、
物
は
大
き
く
遁
ず
る
を
得
、
故
に
泰
と
云
う
な
り
。
上
下
交
わ
り
て
其
の
志
向
じ
と
は
、
此
れ
人
事
を
以
て
天
地
の
交
わ
り
を
象
る
。
上
は
君
を
調
う
な
り
、
下
は
臣
を
謂
う
な
り
。
君
臣
の
交
わ
り
好
く
、
故
に
志
意
和
同
(
臼
)
す)。」
「
上
下
交
而
其
志
向
也
」
と
い
う
表
現
は
前
掲
『
雄
記
』
「
燕
義
」
の
「
上
下
和
親
而
不
怨
」
を
想
起
さ
せ
る
が
、
こ
の
「
燕
義
」
や
『
閣
語
』
「
周
語
」
が
宴
の
意
義
を
説
い
た
よ
う
に
、
人
開
の
「
好
い
交
わ
り
」
を
賓
現
す
る
も
の
が
宴
で
あ
っ
た
。〔
M
)
曹
歪
の
右
の
毅
言
と
「
蓋
し
文
章
は
緩
園
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
な
り
」
と
い
う
彼
の
有
名
な
量
一
日
葉
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
今
日
高
く
評
債
さ
れ
て
い
る
強
い
個
性
を
持
っ
た
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
宴
の
場
で
同
題
の
賦
や
「
公
議
詩
」
を
制
作
し
て
宴
の
参
加
者
と
同
じ
「
志
意
」
を
述
べ
る
こ
と
こ
そ
が
『
周
易
』
に
見
ら
れ
た
侍
統
的
な
政
治
観
更
に
は
宇
宙
厳
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
『
経
園
』
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
梁
の
粛
綱
は
集
聞
の
文
曲
学
制
作
を
「
一
言
士
山
」
と
呼
ん
だ
。
宴
に
お
け
る
「
一
言
一
志
」
の
思
想
は
先
秦
か
ら
建
安
時
代
を
経
て
南
朝
時
代
に
ま
で
脈
脈
と
受
け
縫
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
八
結
論
〉
古
代
文
撃
の
延
伸
と
し
て
の
「
艶
詩
」
本
稿
は
宴
の
場
に
お
け
る
文
挙
制
作
を
述
べ
る
際
に
使
わ
れ
た
「
言
士
宮
と
い
う
語
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宴
に
お
け
る
集
圏
文
挙
制
作
の
原
理
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
古
来
、
中
園
で
は
高
物
の
和
合
が
等
ば
れ
た
が
、
宴
で
参
加
者
各
人
が
詩
を
制
作
し
て
「
志
を
一
言
う
」
こ
と
と
は
、
参
加
者
の
心
を
一
つ
に
結
び
つ
け
、
そ
の
宴
だ
け
で
な
く
、
王
朝
、
果
て
は
宇
宙
全
鰭
の
和
合
の
貧
現
の
一
端
を
携
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
宴
飲
の
場
で
作
ら
れ
る
詩
歌
は
、
興
膳
宏
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
内
容
と
形
式
爾
面
に
わ
た
る
「
共
通
の
色
調
」
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
主
要
な
文
撃
制
作
の
場
の
一
つ
を
宴
と
す
る
梁
代
の
文
事
作
品
が
千
篇
一
律
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
嘗
然
の
蹄
結
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
集
圏
的
「
言
志
」
作
品
の
具
纏
的
題
材
と
し
て
費
梁
詩
人
た
ち
が
選
ん
だ
の
が
女
性
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
嘗
時
の
祉
舎
風
俗
の
飽
れ
に
因
る
の
で
は
な
く
、
古
代
祭
杷
詩
や
宴
飲
詩
の
精
神
と
表
現
を
繕
承
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
梁
代
「
艶
詩
」
の
代
表
的
作
品
群
の
一
つ
で
あ
る
「
相
逢
七
七
行
」
「
長
安
有
狭
邪
行
」
「
三
婦
艶
」
の
研
究
で
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
及
び
本
稿
か
ら
、
梁
代
の
「
艶
詩
」
と
そ
れ
を
支
え
た
文
事
理
論
も
古
代
か
ら
の
侍
統
の
断
紹
で
は
な
く
、
惇
統
の
延
伸
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
(
l
)
『
陪
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
七
一
一
一
)
一
O
九
O
頁
、
巻
三
五
(
2
)
一
一
首
と
も
『
築
府
詩
集
』
(
中
華
書
局
、
一
九
七
九
)
五
一
八
頁
、
巻
三
五
(3)
「
不
断
的
梁
舞
、
永
遠
的
一
踊
鮮
試
論
努
梁
築
舞
詩
」
(
香
港
浸
舎
大
事
『
人
文
中
園
祭
報
』
二
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
O
O五
)
で
は
、
「
相
逢
行
」
「
長
安
有
狭
邪
行
」
「
一
一
一
婦
艶
」
と
い
う
一
連
の
作
品
群
の
末
二
句
に
見
ら
れ
る
、
「
三
一
婦
」
の
中
で
最
も
若
い
「
小
婦
」
が
築
舞
演
奏
の
永
績
に
よ
っ
て
窮
か
夫
を
宴
舎
の
場
に
引
き
止
め
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
先
秦
や
漢
代
の
祭
記
詩
や
宴
飲
詩
に
見
ら
れ
る
祝
辞
に
由
来
し
、
一
族
の
幸
福
の
永
績
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
コ
亙
u
か
ら
H
小
婦
H
へ
梁
府
『
三
婦
艶
』
の
小
婦
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
中
園
拳
曾
報
』
五
七
、
二
O
O五
)
で
は
、
「
小
婦
」
の
租
型
が
先
秦
の
祭
柁
詩
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
亙
」
で
あ
り
、
「
小
婦
」
が
梁
舞
演
奏
で
輿
を
持
て
成
す
と
い
う
構
園
が
、
先
秦
の
祭
把
詩
に
お
け
る
「
亙
」
が
梁
舞
演
奏
で
神
霊
を
持
て
成
す
と
い
う
構
固
に
由
来
し
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
も
一
族
の
幸
福
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
(4)
『
陪
書
』
一
五
四
四
頁
、
巻
六
六
「
李
誇
侍
」
。
「
降
及
後
代
、
風
教
漸
落
。
娘
之
三
組
、
更
尚
文
詞
、
忽
君
人
之
大
道
、
好
隊
最
之
小
義
。
下
之
従
上
、
有
同
影
響
、
競
賜
文
華
、
遂
成
風
俗
。
江
左
、
車
問
、
梁
、
其
弊
禰
甚
、
貴
賎
賢
愚
、
唯
務
吟
認
。
滋
復
遺
理
存
異
、
尋
虚
逐
微
、
競
一
一
韻
之
奇
、
争
一
字
之
巧
(
降
り
て
後
代
に
及
び
、
風
教
漸
く
落
つ
。
貌
の
三
組
、
更
も
文
詞
を
向
、
ひ
、
君
人
の
大
道
を
忽
せ
に
し
、
離
盛
の
小
訪
韓
を
好
む
。
下
の
上
に
従
う
、
影
響
を
同
じ
く
す
る
有
り
、
文
華
を
競
携
し
、
遂
に
風
俗
と
成
る
。
江
左
、
費
、
梁
、
其
の
弊
禰
よ
甚
し
、
貴
賎
賢
愚
、
唯
だ
吟
諒
に
務
む
る
の
み
。
遂
に
復
た
理
を
遣
れ
異
を
存
し
、
虚
を
尋
ね
微
を
逐
い
、
一
韻
の
奇
を
競
い
、
一
宇
の
巧
を
争
う
)
。
」
李
誇
は
、
貌
の
=
一
組
を
代
表
と
す
る
建
安
詩
が
南
朝
詩
の
組
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
(5)
『
庚
信
』
(
集
英
社
、
一
九
八
三
)
三
二
!
一
一
一
頁
(
自
)
『
梁
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
七
)
四
八
O
頁
、
巻
三
=
一
(
7
)
四
部
備
要
本
『
梁
昭
明
太
子
集
』
巻
一
一
一
(8)
『
梁
書
』
五
九
三
頁
、
巻
四
一
。
「
盆
者
一
一
一
友
」
と
は
、
『
論
語
』
「
季
氏
篇
」
に
見
ら
れ
る
請
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
美
徳
を
持
つ
三
人
の
友
人
を
指
す
。
そ
の
美
徳
と
は
、
「
直
(
正
直
)
」
「
諒
(
誠
心
)
」
「
多
聞
(
博
識
)
」
。
(9)
劉
躍
進
・
氾
子
樺
編
『
六
朝
作
家
年
譜
輯
要
』
(
黒
龍
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
)
四
三
七
頁
(
刊
)
鈴
木
虎
雄
氏
の
「
沈
休
文
年
譜
」
(
『
狩
野
教
授
還
暦
記
念
支
那
事
論
叢
』
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
八
)
は
鏑
れ
て
い
な
い
。
(
日
)
『
義
文
類
衆
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
)
八
一
一
l
一
一
一
頁
、
巻
四
(
臼
)
「
三
婦
艶
」
の
梁
代
ま
で
の
作
者
は
次
の
遁
り
で
あ
る
。
(
宋
)
劉
銀
(
費
)
主
融
、
(
梁
)
粛
統
、
沈
約
、
王
錆
、
呉
均
、
劉
孝
紳
。
『
梁
書
』
四
八
五
頁
、
巻
三
一
ニ
「
王
錆
傍
」
は
粛
統
の
文
撃
集
圏
の
メ
ン
バ
ー
を
記
し
て
い
る
。
「
昭
明
太
子
愛
文
拳
士
、
常
輿
鋳
及
劉
孝
縛
、
陸
催
、
到
治
、
段
義
等
遊
宴
玄
圏
、
太
子
濁
執
錆
袖
撫
孝
縛
一
周
言
日
、
『
所
謂
左
把
浮
丘
袖
、
七
八
右
拍
洪
崖
肩
』
。
其
見
重
如
此
(
昭
明
太
子
文
撃
の
士
を
愛
し
、
常
に
鋳
及
、
び
劉
孝
縛
、
陸
健
、
到
治
、
段
套
等
と
玄
圃
に
遊
宴
す
。
太
子
濁
り
銭
の
袖
を
執
り
て
、
孝
縛
の
肩
を
撫
し
て
言
い
て
日
く
、
『
い
わ
ゆ
る
左
に
浮
丘
の
袖
を
把
り
、
右
に
洪
崖
の
一
屑
を
拍
つ
』
と
。
そ
の
重
ん
ぜ
ら
る
る
こ
と
か
く
の
如
し
)
」
(
日
)
「
度
閥
山
」
は
『
築
府
詩
集
』
巻
二
七
、
「
相
逢
狭
路
開
」
は
『
梁
府
詩
集
』
雀
三
四
、
「
和
簡
文
帝
寮
漢
高
一
帝
廟
」
は
『
義
文
類
家
』
巻
七
九
、
「
従
頓
還
城
謄
令
」
「
繁
華
謄
令
」
は
『
玉
牽
新
諒
』
巻
八
、
「
臆
令
諒
舞
」
は
『
墓
文
類
衆
』
巻
四
三
、
「
七
夕
穿
針
」
は
『
義
文
類
家
』
巻
四
所
枚
。
日
)
『
六
臣
註
文
法
』
(
漸
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
)
七
六
八
頁
、
巻
四
二
(
日
)
『
六
臣
註
文
選
』
三
五
五
頁
、
巻
二
O
(
日
叩
)
墨
田
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
八
)
二
O
九
九
頁
、
巻
八
O
「
王
義
之
俸
」
(
口
)
川
合
康
三
氏
は
「
う
た
げ
の
う
た
」
(
『
中
園
文
事
報
』
五
三
、
一
九
九
六
)
の
中
で
、
建
安
公
議
詩
中
の
景
物
描
潟
が
饗
宴
を
祝
福
す
る
作
用
を
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
嘗
時
の
文
筆
が
ま
だ
呪
術
的
な
性
質
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。
(
問
)
『
六
臣
註
文
選
』
一
一
一
五
一
頁
、
巻
二
O
(
凶
)
貌
・
呉
質
「
答
貌
太
子
牒
」
(
『
六
臣
註
文
濯
』
七
三
二
貰
、
巻
四
O
)
(
初
)
斑
文
澗
『
文
心
離
龍
註
』
(
商
務
印
書
館
、
一
九
九
五
)
六
六
頁
〈
幻
)
一
例
を
翠
げ
る
。
後
漢
・
王
祭
「
公
諜
詩
」
(
『
六
臣
註
文
選
』
一
一
一
五
一
頁
、
巻
二
O
)
「
願
我
賢
主
人
、
輿
天
享
録
嬢
(
願
わ
く
は
我
が
賢
な
る
主
人
、
天
と
享
け
て
録
嫌
た
ら
ん
こ
と
を
)
」
(
幻
)
こ
の
「
賦
詩
観
志
」
の
主
語
を
「
上
」
、
つ
ま
り
司
馬
炎
と
解
阻
碍
し
て
「
観
士
山
」
を
「
士
山
を
観
{
し
め
}
す
」
と
訓
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
李
善
は
そ
の
あ
と
に
孫
盛
の
『
管
陽
秋
』
の
「
散
騎
常
侍
慮
貞
詩
最
美
」
と
い
う
記
述
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
問
題
の
箇
所
は
「
司
馬
炎
が
家
臣
た
ち
詩
を
作
ら
せ
て
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
「
志
」
を
見
た
」
と
解
揮
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
態
貞
の
他
に
、
萄
局
、
王
祷
、
程
成
の
作
品
が
現
存
し
て
い
る
。
慮
貞
の
作
品
に
は
「
於
時
上
帝
、
乃
顧
惟
答
。
光
我
先
詐
、
感
期
納
禅
(
時
に
於
い
て
上
帝
、
乃
ち
顧
み
惟
れ
晶
甘
み
る
。
我
が
先
砕
を
光
ら
し
、
期
に
感
じ
て
躍
を
納
司
令
)
。
」
(
『
六
臣
註
文
選
』
三
五
五
頁
、
谷
二
O
)
と
あ
る
。
(
幻
)
興
勝
宏
氏
「
蘭
亭
と
蘭
亭
序
」
(
『
飽
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
』
研
文
出
版
、
二
O
O
一
年
)
=
一
五
三
頁
「
こ
の
よ
う
に
、
蘭
亭
の
舎
で
詩
を
も
の
し
た
二
十
六
人
の
作
品
は
、
あ
る
も
の
は
搾
情
に
、
あ
る
も
の
は
絞
景
に
と
描
潟
の
重
鮎
は
異
な
り
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
も
春
の
喜
び
、
嘉
舎
の
梁
し
さ
を
う
た
う
こ
と
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
共
遁
し
て
い
る
。
(
中
略
)
ほ
と
ん
ど
の
参
集
者
は
均
し
く
築
観
の
心
情
を
一
詠
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
互
い
の
連
帯
感
を
確
か
め
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
(
M
H
)
『
十
三
経
注
疏
』
(
上
海
古
籍
出
版
枇
、
一
九
九
七
)
本
，
二
三
頁
『
尚
書
正
義
』
「
舜
典
」
。
(
お
)
『
十
三
経
注
疏
』
本
，
二
六
九
二
七
O
頁
『
毛
詩
正
義
』
(
初
)
『
積
微
居
小
島
干
金
石
論
叢
』
(
上
海
書
応
、
民
園
叢
書
、
一
九
九
六
)
一
一
一
ー
一
一
頁
(
幻
)
「
歌
輿
詩
」
(
一
九
八
二
、
三
聯
書
庖
『
聞
一
多
全
集
』
第
一
巻
所
牧
)
(
お
)
「
漢
貌
六
朝
文
息
子
論
に
現
れ
た
情
と
志
の
問
題
」
(
『
中
圏
中
世
文
庫
干
評
論
史
』
創
文
社
、
一
九
七
九
)
(
却
)
『
中
園
詩
拳
遁
論
』
(
安
徽
数
育
出
版
社
、
一
九
九
六
)
第
一
章
・
第
一
節
つ
詩
言
志
H
的
提
出
」
{
初
)
『
中
園
古
代
文
事
理
論
鰻
系
・
原
人
論
』
(
復
日
一
大
挙
出
版
社
、
二
0
0
0
)
第
二
章
「
心
化
論
」
第
三
章
「
生
化
論
」
(
幻
)
『
十
三
経
注
疏
』
本
、
二
一
O
八
頁
『
春
秋
左
博
正
義
』
昭
公
二
十
五
年
。
「
民
有
好
悪
喜
怒
哀
楽
、
生
子
六
気
。
是
故
審
則
宜
類
、
以
制
六
志
(
民
に
好
悪
喜
怒
哀
築
有
る
は
、
六
気
よ
り
生
ず
。
固
定
の
故
に
則
を
審
ら
か
に
し
類
に
宜
し
く
し
て
、
以
て
六
志
を
制
す
)
」
正
義
「
此
六
士
山
、
『
謹
記
』
謂
之
六
情
。
在
己
矯
情
、
情
動
矯
志
、
情
志
一
也
(
此
の
六
志
、
『
謹
記
』
こ
れ
を
六
情
と
謂
う
。
己
に
在
り
で
は
情
と
矯
し
、
情
動
き
て
志
と
矯
る
。
情
志
は
一
な
り
)
」
(
幻
)
王
運
照
・
顧
易
生
主
編
『
中
園
文
拳
批
評
史
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
〉
一
o
=
一
頁
「
而
陸
機
所
提
出
的
『
詩
縁
錆
而
締
廓
』
、
是
要
求
詩
歌
必
須
野
設
感
情
、
荷
語
言
叉
要
精
美
、
特
別
強
調
了
詩
歌
的
感
情
悶
素
。
陸
機
這
一
論
貼
、
従
積
極
方
面
来
説
、
是
擁
脱
儒
家
思
想
的
惇
統
、
要
求
表
現
出
詩
歌
的
特
徴
。
但
晃
有
消
極
的
一
面
、
因
矯
棄
『
志
』
而
専
一
言
『
情
』
、
片
面
強
調
感
情
和
締
康
、
容
易
使
人
忽
視
詩
歌
的
思
想
内
容
、
而
助
長
浮
艶
的
詩
風
(
陸
機
が
提
出
し
た
『
詩
は
情
に
縁
り
て
締
廃
』
は
、
詩
歌
は
必
ず
感
情
を
歌
い
上
げ
、
ま
た
言
葉
が
精
密
で
美
し
い
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
詩
歌
の
感
情
要
素
を
強
調
し
た
。
陸
機
の
こ
の
論
貼
は
、
プ
ラ
ス
の
商
か
ら
言
守
え
ば
儒
家
思
想
の
停
統
か
ら
の
脱
却
で
あ
り
、
詩
歌
の
特
徴
を
表
す
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
あ
る
。
『
士
宮
を
捨
て
て
専
ら
『
情
』
に
つ
い
て
述
べ
、
一
方
的
に
感
情
と
締
扉
を
強
調
し
、
容
易
に
人
に
詩
歌
の
思
想
内
容
を
軽
視
さ
せ
、
浮
つ
い
た
監
麗
な
詩
風
を
助
長
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
)
0
」
三
八
頁
「
他
(
粛
綱
)
在
強
調
文
事
作
品
必
須
興
事
術
著
作
有
所
匿
別
的
名
義
下
、
賓
際
是
矯
藻
繕
締
康
的
文
風
張
臣
、
借
着
風
騒
以
吟
諒
情
性
矯
主
的
美
名
、
矯
自
己
専
潟
艶
情
的
宮
健
文
事
製
造
根
擁
(
彼
{
粛
綱
}
は
文
事
作
品
は
必
ず
や
事
術
的
著
作
と
医
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
義
名
分
の
下
、
寅
際
に
は
表
現
が
締
廊
な
詩
風
の
た
め
に
撃
を
張
り
上
げ
、
詩
経
や
楚
鮮
は
情
性
を
吟
一
詠
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
と
い
う
美
名
を
借
り
て
自
分
が
専
ら
盤
情
を
描
寓
し
た
宮
飽
文
撃
を
作
る
た
め
の
根
擦
と
し
た
)
。
」
(
お
)
例
え
ば
、
梁
-
江
滝
の
「
雑
鰻
詩
三
十
首
」
は
宋
代
以
前
の
詩
人
の
詩
風
を
模
擬
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
替
康
の
模
擬
作
に
は
「
親
山
中
散
『
言
志
』
康
」
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
(
『
六
臣
註
文
選
』
五
七
二
頁
、
巻
三
一
)
。
抗
籍
・
車
山
康
の
作
品
に
お
け
る
「
言
志
」
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
大
上
正
美
氏
『
阪
籍
・
醤
康
の
文
庫
干
』
(
創
文
社
、
二
0
0
0
)
を
、
陶
淵
明
に
つ
い
て
は
安
藤
信
康
氏
・
大
上
正
美
氏
・
堀
池
信
夫
氏
編
『
陶
淵
明
詩
と
酒
と
回
園
』
(
東
方
書
店
、
二
O
O六
)
多
照
。
(
判
例
)
石
観
海
『
宮
緯
詩
振
研
究
』
(
武
漢
大
事
出
版
社
、
二
O
O
三
)
は
こ
の
手
紙
を
引
用
し
、
二
=
二
頁
で
「
強
調
『
吟
一
一
詠
情
性
』
和
『
文
章
且
須
放
蕩
』
的
詩
撃
主
張
、
捻
揚
庭
抑
的
鮮
明
態
度
、
規
定
了
其
詩
歌
創
作
以
陸
詩
矯
主
的
基
本
傾
向
(
『
情
性
を
吟
認
す
る
』
と
『
文
章
は
且
ら
く
は
須
ら
く
放
蕩
す
べ
し
』
と
い
う
詩
拳
主
張
を
強
調
す
る
こ
と
や
、
賞
賛
や
軽
視
と
い
っ
た
明
確
な
態
度
は
、
彼
{
粛
綱
}
の
詩
歌
制
作
が
藍
詩
を
主
と
す
る
基
本
的
な
傾
向
を
規
定
し
た
)
O
」
と
述
べ
、
「
吟
認
情
性
」
設
を
彼
が
主
張
し
た
と
看
倣
し
て
い
る
。
(
お
)
『
梁
書
』
六
九
O
頁
、
巻
四
九
「
庚
肩
吾
侍
」
(
鉛
)
『
義
文
類
衆
』
一
一
一
一
一
八
頁
、
巻
六
三
(
幻
)
宋
・
蒲
積
中
『
古
今
歳
時
雑
諒
』
巻
一
六
所
牧
(
お
)
『
十
三
経
注
疏
』
本
二
五
二
五
頁
『
論
語
注
疏
』
「
陽
貨
篇
」
o
朱
子
集
注
の
部
分
は
『
四
書
章
句
集
注
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O五
)
一
七
八
頁
(
鈎
)
『
中
園
思
想
文
化
事
典
』
四
=
一
四
頁
「
詩
」
の
項
(
戸
倉
英
美
氏
執
筆
)
「
輿
と
は
あ
る
歌
詞
を
遇
し
て
人
々
の
心
に
あ
る
一
定
の
感
情
を
湧
き
お
こ
ら
せ
る
三
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
と
も
に
詩
を
唱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
員
の
情
は
一
つ
に
結
び
つ
き
、
集
闘
の
秩
序
が
保
た
れ
て
い
く
。
『
論
語
』
が
興
と
い
う
作
用
を
、
詩
の
数
用
の
第
一
に
事
げ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
っ
た。」
(
却
)
『
漢
書
』
(
中
華
書
局
、
一
九
六
一
一
)
一
七
O
八
頁
「
書
目
、
『
詩
言
志
、
歌
諒
言
』
故
哀
繁
之
心
感
、
而
歌
諒
之
援
護
。
諦
其
言
謂
之
詩
、
一
詠
其
聾
謂
之
歌
。
故
古
有
采
詩
之
官
、
王
者
所
以
観
風
俗
、
知
得
失
、
自
考
正
也
(
書
日
く
、
『
詩
は
志
を
言
い
、
歌
は
言
を
一
詠
う
』
故
に
哀
楽
の
心
感
じ
、
歌
諒
の
聾
援
す
。
其
の
言
を
請
す
こ
れ
を
詩
と
謂
い
、
其
の
撃
を
一
一
詠
う
こ
れ
を
歌
と
謂
う
。
故
に
士
口
に
采
詩
の
官
有
り
，
王
者
の
風
俗
を
観
、
得
失
を
知
り
、
自
ら
考
正
す
る
所
以
な
り
)
」
『
論
垣
間
』
泰
伯
篇
「
子
日
、
興
於
詩
、
立
於
穂
、
成
於
梁
(
子
日
く
、
詩
に
輿
り
、
躍
に
立
ち
、
築
に
成
る
)
」
王
弼
注
「
一
言
有
矯
政
之
次
序
也
。
夫
喜
、
催
、
哀
、
築
、
民
之
自
然
、
癒
感
而
動
則
護
乎
聾
歌
。
所
以
陳
詩
採
謡
、
以
知
民
志
風
。
段
見
其
風
、
則
損
盆
基
罵
(
矯
政
の
次
序
有
る
を
言
う
な
り
。
夫
れ
喜
、
健
、
哀
、
集
は
民
の
自
然
な
り
。
慮
感
し
て
動
け
ば
、
則
ち
聾
歌
を
援
す
。
詩
を
陳
ね
謡
を
採
る
所
以
に
し
て
、
以
て
民
の
士
山
風
を
知
る
。
慨
に
其
の
風
見
れ
れ
ば
、
則
ち
損
盆
の
基
な
り
)
O
」
(
『
玉
粥
集
校
緯
』
中
華
書
局
、
一
九
九
九
、
六
二
五
頁
)
「
民
の
志
風
」
と
い
う
句
に
注
意
。
こ
の
「
志
風
」
と
い
う
語
は
、
「
民
」
と
い
う
集
園
の
も
の
で
あ
る
。
(
H
U
)
曹
旭
『
詩
品
集
注
』
(
上
海
士
口
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
)
四
七
頁
七
九
八。
(
位
)
朝
日
新
聞
社
・
中
園
文
明
選
『
文
事
論
集
』
(
一
九
七
二
)
一
七
頁
・
興
膳
宏
氏
尋
問
品
」
解
題
(
必
)
『
中
園
思
想
文
化
事
典
』
四
三
三
頁
「
詩
」
(
戸
倉
英
美
氏
執
筆
)
「
こ
れ
(
漢
以
降
、
六
義
の
う
ち
比
が
盛
行
し
興
が
す
た
れ
た
こ
と
を
嘆
く
梁
の
劉
総
引
用
者
補
)
に
針
し
興
に
新
し
い
意
味
を
輿
え
た
の
が
、
同
時
代
に
『
詩
口
問
』
を
書
い
た
鍾
蝶
で
あ
る
。
:
:
:
こ
の
よ
う
な
『
詩
品
』
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
、
鍾
蝶
の
説
く
輿
の
一
一
意
味
は
衣
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
詩
人
が
自
ら
経
験
し
た
景
物
の
描
潟
に
よ
っ
て
、
そ
の
と
き
の
心
の
献
態
を
直
接
そ
れ
と
語
る
よ
り
も
い
っ
そ
う
深
く
、
い
っ
そ
う
員
寅
な
か
た
ち
で
表
現
で
き
る
技
法
で
あ
る
と
。
こ
れ
は
感
情
の
表
現
を
目
的
と
す
る
貼
で
『
詩
経
』
本
来
の
輿
の
あ
り
方
に
遁
じ
る
が
、
そ
の
感
情
は
各
詩
人
に
固
有
の
、
そ
の
場
か
ぎ
り
の
も
の
で
あ
る
黙
が
遣
っ
て
い
る
J
(
似
)
徐
元
詰
『
園
語
集
解
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O
二
)
五
九
頁
、
「
周
盟
問
中
」
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
漢
郊
杷
歌
「
天
地
」
に
「
千
童
羅
舞
成
八
溢
、
合
好
放
歓
虞
泰
一
(
千
童
舞
を
羅
ね
て
八
治
を
成
し
、
好
を
合
わ
せ
て
歓
を
放
し
泰
一
を
虞
し
ま
す
)
」
(
『
漢
書
』
一
O
五
八
頁
、
巻
二
二
「
鵡
繁
志
」
)
と
あ
り
、
同
じ
く
「
華
爆
爆
」
に
も
「
紳
安
坐
、
鶏
吉
時
。
共
規
刻
、
合
所
思
。
神
嘉
虞
、
申
威
筋
。
一
幅
湧
洋
、
湛
延
長
(
紳
安
坐
し
、
士
口
時
に
鶏
く
。
共
し
く
矧
掬
と
し
、
思
う
所
を
合
わ
す
。
紳
嘉
虞
し
、
申
ね
て
錫
を
或
ぬ
。
一
晒
務
洋
と
し
、
遁
き
て
延
長
す
)
」
顔
師
古
注
目
、
「
鶏
、
古
朔
字
也
。
言
紳
安
坐
周
婦
、
皆
趣
吉
時
也
。
共
讃
臼
恭
。
湖
湖
、
敬
也
。
虞
、
梁
也
。
武
勝
、
猶
重
傷
也
(
鶏
、
古
の
掬
の
字
な
り
。
紳
安
坐
し
て
岡
朔
し
、
皆
吉
時
に
趣
く
を
言
う
。
共
は
讃
み
て
日
く
恭
。
矧
湖
、
敬
な
り
。
虞
、
集
な
り
。
或
傷
、
猶
お
錫
を
重
ぬ
る
が
ご
と
き
な
り
)
」
と
あ
る
{
『
漢
書
』
一
O
六
六
頁
、
巻
二
二
「
稽
繁
志
」
)
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
祭
杷
歌
に
も
「
合
好
」
や
「
合
所
思
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
、
筆
者
が
別
稿
で
論
じ
て
き
た
古
代
祭
記
歌
と
宴
飲
歌
の
関
連
性
が
こ
こ
に
も
見
出
せ
る
。
こ
の
問
題
に
閲
し
て
は
別
の
機
舎
に
論
じ
た
い
。
(
必
)
『
十
三
経
注
疏
』
本
、
二
ハ
九
O
頁
『
鵡
記
正
義
』
「
燕
義
」
(
制
)
『
十
=
一
経
注
疏
』
本
、
一
九
六
三
頁
『
春
秋
左
侍
正
義
』
裏
公
十
六
年
(
釘
)
竹
添
井
井
(
一
八
四
二
一
九
一
七
)
の
『
春
秋
左
傍
曾
築
』
巻
九
や
、
楊
伯
峻
『
春
秋
左
惇
注
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
O
)
の
よ
う
に
、
「
歌
詩
必
類
」
と
は
歌
と
舞
を
合
わ
せ
る
こ
と
だ
と
す
る
設
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
杜
注
と
正
義
に
従
っ
た
。
(
必
)
『
漢
書
』
一
七
五
五
|
六
頁
、
巻
三
O
「
義
文
志
」
「
古
者
諸
侯
卿
大
夫
交
接
郷
園
、
以
微
言
相
感
、
嘗
揖
譲
之
時
、
必
稽
詩
以
識
其
士
山
、
蓋
以
別
資
不
宵
而
観
盛
衰
罵
(
士
口
は
諸
侯
・
卿
・
大
夫
の
隣
園
に
交
接
す
る
に
、
微
言
を
以
て
相
感
じ
、
揖
譲
の
時
に
嘗
り
、
必
ず
や
詩
を
稽
し
て
以
て
其
の
志
を
識
す
、
蓋
し
以
て
賢
不
肖
を
別
ち
て
盛
表
を
観
る
)
」
(
日
制
)
後
漢
・
玉
祭
「
公
諜
詩
」
。
『
六
臣
註
文
選
』
三
五
一
頁
、
巻
二
O
(
印
)
梁
・
何
遜
「
従
主
移
西
州
寓
直
粛
内
霧
雨
不
晴
懐
郡
中
遊
衆
詩
」
『
何
水
部
集
』
巻
一
(
日
)
朱
謙
之
『
老
子
校
樗
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
七
)
一
七
四
|
五
頁
(
臼
)
『
初
筆
記
』
(
中
華
害
局
、
一
九
八
五
)
四
三
四
頁
、
巻
一
八
(
日
)
『
十
三
経
注
疏
』
本
二
八
頁
『
周
易
正
義
』
巻
二
(M)
『
六
臣
註
文
選
』
九
四
九
頁
、
巻
五
二
「
典
論
論
文
」
※
本
稿
は
二
O
O六
年
九
月
十
五
日
に
二
松
撃
合
大
事
で
行
わ
れ
た
六
朝
華
街
事
舎
・
第
十
五
回
例
舎
の
席
上
で
口
頭
設
表
し
た
内
容
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
す
。
例
曾
の
席
上
で
、
ま
た
そ
の
他
の
場
で
も
貴
重
な
御
意
見
を
賜
っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
